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7月13日（火）、今年もIBCラジオ生放送が宮古維持出張所にて行われました。
あいにくのやませでしたが、和やかな雰囲気で放送されました。

放送では国道４５号に取り付けられている津波標識や津波警報板の役割について
お話し致しました。これはドライバーや歩行者の皆さんに津波の浸水区間を
知らせるために作られたもので、三陸国道事務所のホームページ内にある
「国道４５号 津波対策」でも詳しく紹介されております。
（当出張所HP内にも「お役立ち情報」としてリンクがあります。）

今回の放送を聴いて、市民の皆様や観光に来られる皆様が津波標識や津波警報板
について知識を深め、今後の防災に役立てて戴けたらと思います。
また、７月１０日に三陸沿岸道路田野畑道路が新たに開通しましたが日々、安全

運転を心がけて戴けますようお願い致します。

「国道４５号 津波対策」は、▶
このバナーが目印です！

◀放送時間中の気温が２１℃と、
少し肌寒くやませのため霧が出て
いました。

放送中に話題になった標識です。▶
下に記載している数字は、現在地か
らどのくらいの距離に浸水区間があ
るかの表示です。

◀出張所前にある津波警報板。
津波警報発令時は警報表示等で
お知らせし、この地点より
通行規制を行います。


